
日
野
の
「
こ
こ
が
好
き
」
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
約
４
割
の
方
が
「
豊
か

な
自
然
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

（
多
摩
ら
・
び
№

48よ
り
）
多
摩
川
、

浅
川
を
中
心
に
縦
横
に
用
水
路
が
走

り
、涌
水
が
流
れ
、多
く
の
自
然
と
恵

み
を
も
た
ら
す
「
緑
と
清
流
の
ま
ち

日
野
」
に
多
く
の
方
が
そ
の
魅
力
に

ひ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
は
、
ひ

の
っ
子
に
豊
か
な
学
び
を
た
く
さ
ん

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ひ
の
っ
子
を
取
り
巻
く
学
習
環
境

は
自
然
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
代
表
的
な
一
つ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
充
実
は
、
今
や
ひ
の
っ
子
に
多

様
な
学
習
の
場
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
は
、

授
業
や
校
務
を
改
善
す
る
大
き
な
役

割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
徴
的
な
こ
と
は
多
く
の
学

校
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
率
が
高

く
、
内
容
が
豊
富
な
こ
と
で
す
。
是

非
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
日
野
の
「
こ
こ
が
好

き
」
に
「
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

と
人
気
圧
倒
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

（
教
育
部
）

発行 日野市教育委員会（編集 教育部学校課）

教
育

目
標

ひ

の

っ

こ

ら こ う 世 界 へ

び よ う と も に

く ろ う 夢 を

え よ う 自 分 を

紙面から

東東光光寺寺小小学学校校のの校校庭庭がが芝芝生生化化・・ココララムム １１
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東東光光寺寺小小学学校校のの校校庭庭がが芝芝生生化化さされれままししたた！！
今春までの東光寺小学校の校庭を覚えているでしょうか？と聞きたくなるような素晴らしい校庭に生まれ変わりました。校歌にもある「みど

りの学び舎東光寺」として、子ども達が裸足で芝生を駆け回り、笑顔や元気な声が絶えない、なんとも喜ばしい光景が日常化しています。

この芝生は観賞用ではなく、子ども達が遊びや体育で使えるように芝生を植えていて、子ども達と一緒に愛情をもって接しています。

芝生化する効果としては、①児童の運動不足解消や体力の向上に役立つこと。②学習材としての活用。③維持管理作業等を通じての新たな

コミュニティーの形成。④温暖化対策としてのヒートアイランド現象の緩和などがあります。

なお、この事業は東京都の「10年後の東京」に基づく補助事業で、児童・保護者・地域住民の協働で芝生の維持管理を実施することで工事

費の全額が対象になります。今後は、「みどりの学び舎応援隊」にご参加いただく皆さまにより、東光寺小学校の芝生を支えていきます。

実
際
に
、
東
光
寺
小
学
校
の
芝
生
の
維
持
管
理
を
し
て
く
だ
さ
る

「
緑
の
学
び
舎
応
援
隊
」
代
表
の
天
野
さ
ん
（
日
野
市
栄
町
在
住
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

『
緑
の
学
び
舎
応
援
隊
は
、
新
た
に
選
ば
れ
た
者
達
が
集
ま
り
、

ま
る
で
幕
末
の
新
選
組
の
気
分
で
す
。
東
京
都
の
「

10年
後
の
東
京
」

の
「
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
校
庭
芝
生
化
」
事
業
で
は
、
東

光
寺
小
が
日
野
市
で
一
番
目
の
施
工
と
な
り
ま
し
た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

等
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
家
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
芝
の
雑
草
取
り
、

肥
料
や
り
、
水
や
り
、
そ
し
て
、
根
で
呼
吸
す
る
芝
の
た
め
の
芝
面

の
穴
あ
け
等
、
こ
れ
か
ら
維
持
管
理
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
保
全
し

て
い
き
ま
す
。
応
援
隊
だ
け
で
は
無
理
な
こ
と
が
発
生
し
た
と
き
は
、

皆
様
の
協
力
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。』

（
庶
務
課
）

日
野
市
は
こ
れ
ま
で
、
平
成

10年

11月
に
策
定
さ
れ
た
日

野
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
「
ひ
の
っ
子
教
育
―

21基
本
と
先
進
」

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
学
校
教

育
の
充
実
と
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
子
ど
も
達
や
学
校
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
も
大

き
く
変
わ
り
、
教
育
基
本
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
野
市
の
学
校
教
育
の
今
後
の
方

向
性
を
明
確
に
す
る
た
め
、
学
校
教
育
基
本
構
想
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

昨
年

10月
か
ら
保
護
者
、
幼
稚
園
長
、
学
校
長
、
社
会
教

育
委
員
、
地
区
育
成
会
代
表
、
公
募
市
民
、
市
長
部
局
職
員
、

教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
で
構
成
す
る
学
校
教
育
基
本
構
想

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
現
状
か
ら
課
題
の
洗
い
出
し
を
行

い
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
既
定
の
施
策
や
新
規
施
策
の
方

向
性
を
整
理
し
、
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

日
野
市
の
教
育
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
ひ
の
っ
子
教
育

21―
基
本
と
先
進
」
を
引

き
継
い
で
行
く
予
定
で
す
。

現
在
中
間
報
告
（
案
）

を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広

く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
年

内
に
完
成
の
予
定
で
す
。

（
学

校
課

）

日
野

市
学

校
教

育
基

本
構

想

第１回日野市学校教育基本構想
検討委員会



校
長
京
極
澄
子

「
朝
の
読
書
タ
イ
ム
」

本
校
で
は
、
週
三
日
、

朝
の
読
書
タ
イ
ム
を
始

め
ま
し
た
。
穏
や
か
な
表
情
で
本
の
世
界
に
浸

る
子
ど
も
達
。
保
護
者
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
ス
タ
ー
ト
。
出
勤
前
に
か

け
つ
け
て
く
だ
さ
る
お
父
さ
ん
。
あ
れ
こ
れ
と

本
を
探
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
る
お
母
さ
ん
。
子

ど
も
達
は
瞳
を
輝
か
せ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

読
書
は
心
の
糧
で
あ
り
、
学
び
の
基
盤
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

日
野
第
三
小
学
校

http://www.e-hino3.hino-tky.ed.jp

校
長
中
村
康
成

「
輝
く
言
葉
、
温
か
い
心
、
豊
田
の
学
び
舎
」

「
自
分
の
考
え
を
も

ち
、
伝
え
合
う
児
童
の

育
成
」
が
今
年
度
の
本
校
の
研
究
主
題
で
す
。

授
業
中
、「
私
は
○
○
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

わ
け
は
、
こ
こ
に
こ
う
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
。」

と
い
う
発
言
に
感
心
し
ま
し
た
。

表
現
を
理
解
し
、
考
え
、
判
断
し
、
伝
え
る

力
を
育
て
る
こ
と
が
願
い
で
す
。
言
葉
を
介
し

て
、
友
達
の
よ
さ
や
、
自
分
と
異
な
る
考
え
に

も
気
付
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
野
第
二
小
学
校

http://www.e-hino2.hino-tky.ed.jp

校
長
小
杉
博
司

「
日
野
市
の
ふ
る
さ
と
日
野
一
小
」

「
学
校
・
保
護
者
・

地
域
･同
窓
会
と
の
強

固
な
連
携
」「
教
職
員
の
強
い
一
体
感
」「
地
域

は
家
族
」「
地
域
は
先
生
」「
ふ
る
さ
と
日
野
」

「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域

と
一
緒
に
教
育
活
動
を
推
進
す
る
学
校
が
、
日

野
第
一
小
学
校
で
す
。

日
野
第
一
小
学
校
は
、
日
野
市
の
ふ
る
さ
と

で
す
。 日
野
第
一
小
学
校

http://www.e-hino1.hino-tky.ed.jp

第63号 平成20年（2008年）９月12日（2）日野市教育広報/ひのっ子きょういく

校
長
佐
藤
清
隆

「
健
や
か
な
心
と
体
を
は
ぐ
く
む
指
導
法
の
工
夫
」

～
食
育
を
通
し
て
～

六
小
の
今
年
度
の
校

内
研
究
の
テ
ー
マ
は
食
育
で
す
。

全
校
で
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

中
心
に
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、
美
味
し

い
給
食
を
作
っ
て
く
れ
る
給
食
室
、
ま
た
校
庭

に
は
、
卒
業
生
や
地
域
の
方
々
が
残
し
て
く
れ

た
豊
か
な
自
然
や
果
樹
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
環

境
を
生
か
し
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
研
究
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
野
第
六
小
学
校

http://www.e-hino6.hino-tky.ed.jp

用水路の活用ＩＣＴを会話で活かす

校
長
宮
崎
芳
子

「
楽
し
い
理
科
授
業
づ
く
り
」

本
校
は
、
今
年
度
、

子
ど
も
達
が「
ふ
し
ぎ
！

楽
し
い
！
」
と
感
じ
る
理
科
の
授
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
観
察
や
実
験
を
通

し
て
理
科
の
学
力
で
大
事
な
「
考
え
る
力
」
を

育
て
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
も

本
校
の
得
意
分
野
で
す
。

潤
徳
小
学
校

http://www.e-juntoku.hino-tky.ed.jp

校
長
古
宮
キ
ヨ
子

「
見
え
る
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
平
山
」

平
成

20年
４
月
に
新
校
舎
へ
移
転

し
、
同
６
月
７
日
（
土
）
に
落
成
式

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

新
校
へ
の
期
待
を
受
け
止
め
、「
見
え
る
学
校
」「
子
供
に

生
き
る
力
を
育
む
学
校
」「
地
域
と
共
に
歩
む

学
校
」
を
目
指
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
の

展
開
に
向
け
、
さ
ら
に
充
実
し
て
参
り
ま
す
。

５
月
に
は
、
早
速
、
地
域
指
導
者
に
よ
る
授

業
支
援
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
学
び
を

深
め
る
授
業
を
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

平
山
小
学
校

http://www.e-hirayama.hino-tky.ed.jp

校
長
太
田
由
紀
夫

「
自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
理
科
教
育
」

本
校
に
は
地

下

100

メ
ー
ト
ル
の
井
戸
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
井
戸
水
を
ト
イ
レ
や
池
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

19年
度
か
ら
、
こ
の
井
戸
を
田

ん
ぼ
や
水
路
の
造
成
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
井
戸
か
ら
引
い
て
い
る
池
に
、
ア
オ
サ
ギ
な

ど
の
水
鳥
も
飛
来
し
ま
し
た
。
多
摩
川
を
生
か

し
、
校
庭
の
自
然
を
豊
か
に
し
て
子
供
た
ち
の

自
然
体
験
の
充
実
を
図
る
理
科
教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

日
野
第
四
小
学
校

http://www.e-hino4.hino-tky.ed.jp

校
長
原
田
由
美
子

「
地
域
の
風
が
い
き
か
う
学
校
」

朝
は
、
地
域
の
「
悠

悠
ク
ラ
ブ
」
の
方
々
の

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
あ
い
さ
つ

か
ら
さ
わ
や
か
に
ス
タ
―
ト
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
さ
か
ん

で
す
。
そ
の
他
に
、
１
年
生
の
下
校
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
や
飼
育
委
員
会
の
お
手
伝
い
な
ど
本

校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
教
育
活
動
の
中

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
風
が
い
き

か
う
学
校
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

日
野
第
五
小
学
校

http://www.e-hino5.hino-tky.ed.jp

本の読み聞かせ

平山地区に出土す
る縄文土器につい
て地域指導者と共
に学習しました。

池にいる青さぎ

理科授業

保護者による読み聞かせ

梅の匂いを嗅いでみる

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
〕

前
号
（
７
月
号
中
学
の
窓
）
に
引
き
続
き
、
今
回
「
小
学
校
の
窓
」
を

通
し
て
、
日
野
市
立
小
学
校
が
目
指
す
『
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
野
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
に
掲
載
す
る
学
校
紹
介
は
、
各
校
の
詳
細
を
紹
介
す
る
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り
」
の
入
り
口
で
す
。

各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
更
に
豊
か
な
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
紙
面
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

小小小
学学学

校校校
ののの

窓窓窓

の小

紹学

介校



校
長
島
﨑
忠
志

「
子
ど
も
が
活
躍
す
る
学
校
」

◎
児

童
会

･代
表

委
員

会
の

活
動

・
エ
コ
活
動
：
子
ど
も
が
出
来
る
エ
コ
活
動
の
紹
介

や
毎
週
金
曜
日
の
清
掃
時
間
に
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
学
校
内
外
や
中
央
公
園
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◎
た
て
割
り
班
活
動

・
毎
週
木
曜
日
に
た
て
割
り
班
で
の
清
掃
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

・
た
て
割
り
班
で
全
校
遠
足
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
た
て
割
り
班
遊
び
集
会
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

日
野
第
七
小
学
校

http://www.e-hino7.hino-tky.ed.jp

校
長
佐
藤
周
一

「
英
語
活
動
を
全
学
年
で
始
め
ま
し
た
」

小
学
校
で
は
、
平
成

23年
度
よ
り
新
し
く
外

国
語
活
動
（
英
語
活
動
）
と
い
う
指
導
が
加
わ

り
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
本
年
度
本
校
が
外

国
語
活
動
の
拠
点
校
と
し
て
文
部
科
学
省
よ
り

指
定
を
受
け
、
毎
週
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
を
交
え
て

担
任
の
先
生
が
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
英
語
活

動
の
授
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。
年
度
末
の
２
月

12日
に
は
、
小
学
校
の
英
語
活
動
の
指
導
計
画

を
ま
と
め
、
授
業
を
公
開
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

滝
合
小
学
校

http://www.e-takiai.hino-tky.ed.jp

（3）平成20年（2008年）９月12日 第63号日野市教育広報/ひのっ子きょういく
校
長
上
條

茂

「
学
校
の
よ
さ
を
生
か
し
て
」

都
内
で
も
有
数
の
大

規
模
校
で
す
。

程
久
保
川
や
浅
川
の
自
然
を
生
か
し
て
、
課

題
解
決
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
農
家
の
方
の
指
導
を
受
け
、
と
う
も

ろ
こ
し
の
か
わ
む
き
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
学
ぶ
よ

さ
を
生
か
し
て
、
学
校
の
よ
さ
を
理
解
し
、
地

域
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
ま
す
。

日
野
第
八
小
学
校

http://www.e-hino8.hino-tky.ed.jp

校
長
照
屋
守
久

「
後
姿
で
教
え
る
」

子
ど
も
は
親
や
教
師

の
後
姿
を
見
て
育
ち
ま

す
。
言
葉
に
よ
る
直
接
の
指
導
を
重
視
し
な
が

ら
今
年
度
は
、
教
師
自
ら
率
先
す
る
教
育
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
全
教
職
員
の
取
り
組
み

目
標
は
、「
教
職
員
の
方
か
ら
挨
拶
す
る
」「
朝

会
・
集
会
に
は
教
職
員
が
早
く
出
る
」「
床
に

落
ち
て
い
る
も
の
は
す
ぐ
拾
う
」「
授
業
中
は
敬

称
を
つ
け
て
児
童
の
名
前
を
呼
ぶ
」
な
ど
で
す
。

南
平
小
学
校

http://www.e-minamidaira.hino-tky.ed.jp

校
長
柳
元
太
郎

「
花
と
緑
と
子
ど
も
た
ち
」

本
校
は
、
多
摩
川
と
緑
の

仲
田
の
森
に
囲
ま
れ
、
学
校

内
に
も
、
広
い
畑
と
花
壇
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
環
境
を
生
か
し
花
と
緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協

力
の
下
、
理
科
や
生
活
科
、
総
合
学
習
で
、
米
作
り

等
体
験
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
入
学
式
を
飾

る
菜
の
花
は
そ
の
象
徴
で
す
。

年
２
回
読
書
週
間
を
設
け
る
等
、
図
書
活
動
も
盛

ん
で
す
。
先
生
方
の
「
お
薦
め
の
本
」
冊
子
は

20回

を
数
え
ま
し
た
。
ま
た
縦
割
り
活
動
、

30分
昼
休
み

等
で
豊
か
な
人
間
関
係
作
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

仲
田
小
学
校

http://www.e-nakada.hino-tky.ed.jp

とうもろこしの皮むき英語活動中央公園の清掃

校
長
矢
野

優

「
子
ど
も
と
作
る
開
校
記
念
日
集
会
」

６
月

22日
は
夢
が
丘

小
学
校
開
校
記
念
日
で

す
。
学
校
の
歩
み
を
知
り
、
自
分
た
ち
の
学
校

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
む
機
会
に
と
集
会

を
持
ち
ま
し
た
。

開
校
時
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
あ
と
、

集
会
委
員
会
の
子
た
ち
が
「
な
る
ほ
ど
ザ
夢
小
」

と
い
う
三
択
問
題
の
ク
イ
ズ
を
や
り
、
全
校
が

盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

夢
が
丘
小
学
校

http://www.e-yumegaoka.hino-tky.ed.jp

校
長
佐
島

規

「
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
た
学
校
」

七
生
緑
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

豊
か
な
自
然
と
温
か
い
人
々
に
囲
ま
れ
て
育
っ

て
い
ま
す
。

教
職
員
や
友
達
と
の
か
か
わ
り
を
基
本
に
し

て
、
地
域
の
自
然
や
人
、
社
会
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
笑
顔
と
歓
声
が
あ

ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

七
生
緑
小
学
校

http://www.e-nanaomidori.hino-tky.ed.jp

校
長
中
島
和
夫

「
理
科
委
員
会
の
活
躍
」

昨
年
度
か
ら
、
野
鳥

や
植
物
の
保
護
と
併
せ
、

新
聞
発
行
に
よ
り
雑
木
林
の
四
季
折
々
の
姿
を

紹
介
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
鳥
や
昆
虫
の
様
子
、
そ
の
生
態
、
草
や
木

の
実
を
使
っ
た
遊
び
は
、
ま
る
で
雑
木
林
百
科

事
典
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
２
月
に
毎
日
新
聞

社
よ
り
、
学
校
新
聞
の
部
奨
励
賞
を
、
ま
た
６

月
に
は
朝
日
小
学
生
新
聞
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

入
選
し
ま
し
た
。

旭
が
丘
小
学
校

http://www.e-asahigaoka.hino-tky.ed.jp

校
長
垣
内
成
剛

「
み
ど
り
の
学
び
舎
東
光
寺
」

東
京
都
と
日
野
市
の

尽
力
で
、
校
庭
を
芝
生

に
し
ま
し
た
。
校
歌
に
あ
る
よ
う
に
文
字
通
り
、

東
光
寺
小
学
校
は
、「
み
ど
り
の
学
び
舎
」
に

な
り
ま
し
た
。

９
月
６
日
芝
生
開
き
に
は
、
市
長
は
じ
め
多

く
の
来
賓
の
方
々
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
東
京
ベ
ル
デ
ィ
の
ラ
モ
ス
選
手

と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東
光
寺
小
学
校

http://www.e-tokoji.hino-tky.ed.jp

みどりの芝生の校庭

七生特別支援学校との交流

理科委員会活動

開校記念日

19年度卒業生壁絵

菜の花畑



「
全
国
け
ん
玉
道
選
手
権
」
大
会

準
優
勝

５
月

25日
東
京
・
晴
海
で
行
わ
れ

た
「
全
日
本
け
ん
玉
道
選
手
権
大
会
」

で
、
田
嶋
君
は
準
優
勝
を
か
ち
と
り

ま
し
た
。
試
合
の
時
の
作
文
を
紹
介

し
ま
す
。

平
山
中
学
校
３
年
田
嶋

朗

試
合
中
は

ず
っ
と
手
の

震
え
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年

で
３
度
目
の

全
日
本
選
手

権
出
場
で
し

た
が
、
試
合
会
場
に
立
つ
と
緊
張
感

で
体
が
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
け
ん
玉
道
場
の
メ
ン
バ
ー
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
が
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、
良
い
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
他
の
選

手
達
と
た
く
さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
再
戦
を
誓
い
ま
し
た
。

今
回
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
来
年
こ

そ
優
勝
を
し
た
い
で
す
。

け
ん
玉
の
プ
ロ
！

七
生
緑
小
学
校
６
年
野
嵜
貴
文

６
月

29日
に
行
わ
れ
た「
少
年
少
女

け
ん
玉
道
選
手
権
大
会
」に
お
い
て
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

大
会
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
ま
し
た
。

関
東
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
一
輪
車
競
技

グ
ル
ー
プ
演
技
部
門

小
学
生
の
部
で
準
優
勝

六
小
の
体
育
館
を
使
っ
て
、
夕
方

週
３
～
４
回
ほ
ど
練
習
し
て
い
る

「
か
わ
せ
み
一
輪
車
ク
ラ
ブ
」
は
、

さ
わ
や
か
２
０
０
７
関
東
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

一
輪
車
競
技
大
会
（
２
０
０
７
・

12・

９
川
崎
市
体
育
館
）
で
グ
ル
ー
プ
演

技
部
門
小
学
生
の
部
に
て
準
優
勝
し

ま
し
た
。

本
年
度
は
５
月
の
大
会
予
選
に
通

過
し
、
２
０
０
８
全
日
本
一
輪
車
大

会
演
技
部
門
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。
写
真
の
メ
ン
バ
ー
で
、

夏
休
み
も
特

訓
中
で
す
。

六
小
を
中
心

に
、

一
小
･二
小
･

五
小
･七
小
･

八
小
･
七
生

緑
小
の
７
校

で
構
成
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー

で
す
。

（
学
校
課
）

江
戸
時
代
後
半
の
文
政
五
年
(一

八
二
二
)秋
、
中
野
村
(八
王
子
市
)

に
住
む
八
歳
の
勝
五
郎
が
、
自
分
の

前
世
は
、
程
久
保
村
（
日
野
市
）
の

藤
蔵
と
い
う
六
歳
の
と
き
に
疱
瘡

（
天
然
痘
）
で
な
く
な
っ
た
子
ど
も

だ
と
語
り
、
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
と
呼
ば

れ
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

文
人
大
名
池
田
冠
山
が
、
夭
折
し

た
娘
露
姫
の
再
生
を
願
っ
て
勝
五
郎

の
話
を
聞
き
に
来
た
り
、
国
学
者
平

田
篤 あ
つ胤 た

ねが
、『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』

を
ま
と
め
た
り
、
多
く
の
文
人
が
勝

五
郎
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

明
治
三
〇
年
、
小
泉
八
雲
が
『
仏

の
畠
の
落
穂
』
に
「
勝
五
郎
の
転
生
」

を
著
し
、
海
外
に
紹
介
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
り
の
伝
承
は
各
地
に

あ
り
ま
す
が
、
時
代
や
場
所
が
具
体

的
で
全
て
の
実
在
が
証
明
さ
れ
る
と

い
う
も
の
は
、
大
変
珍
し
い
の
で
す
。

特
別
展
で
は
、
立
体
紙
芝
居
や
ジ

オ
ラ
マ
で
物
語
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
、
地
元
に
残
る
様
々
な
資
料
、
浅

草
寺
な
ど
各
地
に
残
る
大
変
貴
重
な

資
料
を
展
示
。
大
人
に
も
子
ど
も
に

も
楽
し
め
る
構
成
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
日
野
市
に
有

名
な
生
ま
れ
変
わ
り
の
物
語
り
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
大
切
な
人
の
生
ま
れ
変

わ
り
を
願
う
人
々
の
気
持
を
通
し
て
、

魂
の
存
在
や
命
の
大
切
さ
に
気
付
い

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
郷
土
資
料
館
）

毎
年
体
育
の
日
に
開
催
し
て
い
る

日
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
体

を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
用
意
し
て

い
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友
達
と
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
走
り
幅
跳
び
で
出
場
し
た
渡
辺

大
輔
氏
に
よ
る
、
走
り
方
や
幅
跳
び

の
教
室
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

▽
日
時
平
成

20年

10月

13日
（
祝
）

午
前
９
時

30分
～

※
雨
天
決
行

▽
場

所
市
民
の

森
陸

上
競
技
場

（
案

内
図
参

照
）

※
雨
天
の
場
合
は

一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
仲
田
小

学
校
体
育
館
で
実
施

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
(☆
は
整
理
券
配
布
)

・
体
験
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
新
体
力
テ
ス
ト
と
健
康
相
談

・
ハ
ン
ド
ロ
ウ
ル

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｋ

・
綱
引
き

・
☆
パ
ン
食
い
競
争

・
☆
宝
探
し
競
争
(幼

児
)

・
☆

50ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

・
☆
お
見
合
い
競
争

・
☆
小
学
生
障
害
物
競
走

・
☆
走
り
方
教
室

・
☆
幅
跳
び
教
室

・
ジ
ャ
ン
ボ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
作
ろ
う

・
け
っ
て
的
あ
て

・
レ
ク
広
場
で
遊
ぼ
う

・
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

・
ス
ポ
ー
ツ
か
る
た

・
お
も
し
ろ

10種
目

・
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

各
種
目
の
実
施
時
間
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
９
月

15日
号
広
報
、

10月

上
旬
配
布
の
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

第63号 平成20年（2008年）９月12日（4）日野市教育広報/ひのっ子きょういく
ひひひひ
のののの
っっっっ
子子子子
がががが
んんんん
ばばばば
っっっっ
てててて
いいいい
まままま
すすすす

六小の体育館で練習する児童

平
山
台
健
康
・
市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ク
ラ
ブ
を
設
立
中
で
す

平
山
台
小
学
校
跡
地
の
一
部
を
利
用
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
を
設
立
中
で
す
。

子
ど
も
達
の
体
力
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
親
子
も
参
加
で
き
る

体
験
教
室
な
ど
も
企
画
中
で
す
。

教
室
の
募
集
等
は
随
時
広
報
ひ
の
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

会期：９月27日（土）～12月14日（日）

会場：新選組のふるさと歴史館（日野市神明4-16-1）

開館：午前９時30分から午後５時。

月曜休館（祝日の場合は翌日）

※観覧無料。子ども向けリーフレットあり

お問い合わせ 郷土資料館（�592-0981）

主
役
は
江
戸
時
代
の

ひ
の
っ

子
「
ほ

ど
く
ぼ
小

僧
」

日
野
市
郷
土
資
料
館

特
別
展
の
開
催

「ほどくぼ小僧･勝五郎生まれ変わり物語」

第第第第第第第第

1111111188888888回回回回回回回回
スススススススス
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レレレレレレレレ
クククククククク
へへへへへへへへ
行行行行行行行行
っっっっっっっっ
てててててててて
遊遊遊遊遊遊遊遊
ぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううう
！！！！！！！！

1100月月

1133日日
「「

体体
育育

のの
日日

」」
はは

昨年の綱引き競技

夢
が
丘
小
学
校
で
は
地
域
の
農
家

小
川
光
久
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

２
年
生
の
生
活
科
で
農
業
体
験
授
業

「
さ
つ
ま
い
も
畑
を
見
に
行
こ
う
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

「
さ
つ
ま
い
も
は

横
に

伸
び
て
い

く
も
の
だ
か
ら
す
こ
し
斜
め
に
し
て

植
え
る
と
い
い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
、「
こ
ん
な
に

苗

は
伸
び
る
ん
だ
よ
」
と
一
本
抜
い
て

実
物
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
の
協
力
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

（
学
校
課
）

平
山
小
学
校
に
後
藤
博
代
様
（
平

山
在
住
）
よ
り
日
本
画（

左
の
写
真
）を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
の

モ
デ
ル
は
、
か
っ
て
多
摩
動
物
園
に

い
た
と
い
う
愛
嬌
の
あ
る
サ
イ
で
す
。

平
山
小
学
校
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

入
り
口
に

展
示
し
て

い
ま
す
。

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
庶
務
課
）

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
児
童
・

生
徒
一
人
一
人
に
確
か
な
学
力

の
定
着
と
伸
長
を
図
る
こ
と
や
、

各
教
科
の
目
標
や
内
容
の
実
現

状
況
を
把
握
し
、
指
導
方
法
の

改
善
に
生
か
す
こ
と
を
ね
ら
い

実
施
し
て
い
ま
す
。

日
野
市
の
結
果
は
都
及
び
全

国
の
平
均
を
お
お
む
ね
上
回
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
教
科

の
学
習
で
身
に
付
け
た
知
識
や

技
能
、
思
考
力
や
判
断
力
等
を

活
用
し
て
、
問
題
解
決
を
図
る

た
め
の
考
え
る
力
の
育
成
が
課

題
と
な
り
ま
す
。
（
学
校
課
）

力強く根をはるさつまいも

平
成

19年
度
東
京
都
児
童
･生
徒
の
学
力
を
図
る
た
め
の
調
査
と

平
成

20年
度
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
結
果

藤蔵の父が建てた馬頭観音（程久保 写真右）

平成19年度東京都児童･生徒の学力を図るための調査結果
【観点別結果】

平成20年度 CRT（教研式標準学力検査）結果

問題を発見
する力

見通す力 適用・応用
する力

意思決定
する力

表現する力

小５
日野市 80.0 54.8 59.2 56.6 77.9
都全体 77.2 52.7 58.3 54.9 77.2

中２
日野市 81.7 17.2 53.6 79.5 65.8
都全体 81.9 16.6 53.3 79.2 62.0

国 語 社 会 算 数 理 科

小４
日野市 75.2 81.2 81.4 76.2
全 国 73.2 80.1 79.3 75.2

中１
日野市 76.9 67.9 71.1 69.1

全 国 73.7 66.2 67.4 67.2

地
域
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

小
学
校
へ
の
寄
贈
の
お
礼
と
ご
報
告

特別展

（平成20年１月実施）

（平成20年４月実施）


